
表４－２ 要監視項目および指針値（地下水）  
          （単位：㎎／L） 

項      目 指  針  値 

ク ロ ロ ホ ル ム   ０ .０ ６   以 下  

  1 , 2 -ジ ク ロ ロ プ ロ パ ン   ０ .０ ６   以 下  

  p - ジ ク ロ ロ ベ ン ゼ ン   ０ .２    以 下  

  イ ソ キ サ チ オ ン   ０ .０ ０ ８  以 下  

  ダ イ ア ジ ノ ン   ０ .０ ０ ５  以 下  

  フ ェ ニ ト ロ チ オ ン （ M E P）   ０ .０ ０ ３  以 下  

  イ ソ プ ロ チ オ ラ ン   ０ .０ ４   以 下  

  オ キ シ ン 銅 （ 有 機 銅 ）   ０ .０ ４   以 下  

ク ロ ロ タ ロ ニ ル （ T P N）   ０ .０ ５   以 下  

  プ ロ ピ ザ ミ ド   ０ .０ ０ ８  以 下  

Ｅ Ｐ Ｎ   ０ .０ ０ ６  以 下  

  ジ ク ロ ル ボ ス （ D D V P ）   ０ .０ ０ ８  以 下  

フ ェ ノ ブ カ ル ブ （ B P M C）   ０ .０ ３   以 下  

  イ プ ロ ベ ン ホ ス （ I B P）   ０ .０ ０ ８  以 下  

  ク ロ ル ニ ト ロ フ ェ ン （ C N P）     ―  （注１） 

  ト ル エ ン   ０ .６    以 下  

  キ シ レ ン   ０ .４    以 下  

  フ タ ル 酸 ジ エ チ ル ヘ キ シ ル   ０ .０ ６   以 下  

  ニ ッ ケ ル     ―  （注２） 

  モ リ ブ デ ン   ０ .０ ７   以 下  

  ア ン チ モ ン   ０ .０ ２   以 下  

  エ ピ ク ロ ロ ヒ ド リ ン   ０ .０ ０ ０ ４ 以 下  

  全 マ ン ガ ン   ０ .２    以 下  

ウ ラ ン   ０ .０ ０ ２  以 下  

ペ ル フ ル オ ロ オ ク タ ン ス ル ホ ン 酸

( P F O S ) 及 び ペ ル フ ル オ ロ オ ク タ ン

酸 ( P F O A )  

 ０ ． ０ ０ ０ ０ ５ 以 下  
 （ 暫 定 ）  

（注１） 胆のうがんとの因果関係が明らかになるまで、指針値は設定しない。  
（注２） 毒性についての定量的評価が定まっていないため、指針値が削除された。  

 

 

 表４－３ 概況調査の結果（令和元年度） 

測  定  項  目 
環境基準値 

（㎎／L） 

検出下限値 

（㎎／L） 

測 定 

地区数 

検 出 

地区数 

環 境 基 準 

超過地区数 

環 
 
 

境 
 
 

基 
 
 

準 
 
 

項 
 
 

目 

カドミウム 0.003 0.001 30 0 0 

全シアン 不検出 0.1 30 0 0 

鉛 0.01 0.005 30 0 0 

六価クロム 0.05 0.04 30 0 0 

砒素 0.01 0.005 30 1(1) 0 

総水銀 0.0005 0.0005 30 0 0 

ＰＣＢ 不検出 0.0005 30 0 0 

ジクロロメタン 0.02 0.002 30 0 0 

四塩化炭素 0.002 0.0002 30 0 0 

クロロエチレン（別名塩化ビニル

又は塩化ビニルモノマー） 
0.002 0.0002 30 0 0 

1,2-ジクロロエタン 0.004 0.0004 30 0 0 

1,1-ジクロロエチレン 0.1 0.002 30 0 0 

1,2-ジクロロエチレン 0.04 0.004 30 0 0 

1,1,1-トリクロロエタン 1 0.0005 30 0 0 

1,1,2-トリクロロエタン 0.006 0.0006 30 0 0 

トリクロロエチレン 0.01 0.001 30 0 0 

テトラクロロエチレン 0.01 0.0005 30 1(0) 0 

1,3-ジクロロプロペン 0.002 0.0002 30 0 0 

チウラム 0.006 0.0006 30 0 0 

シマジン 0.003 0.0003 30 0 0 

チオベンカルブ 0.02 0.002 30 0 0 

ベンゼン 0.01 0.001 30 0 0 

セレン 0.01 0.002 30 0 0 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 10 0.02 30 29(0) 0 

ふっ素 0.8 0.1 30 3(0) 0 

ほう素 1 0.02 30 9(0) 0 

1,4-ジオキサン 0.05 0.005 30 0 0 

要 
 
 
 

監 
 
 
 

視 
 
 
 

項 
 
 
 

目 

クロロホルム  [0.06] 0.003 2 0 [0] 

1,2-ジクロロプロパン   [0.06] 0.006 2 0 [0] 

p-ジクロロベンゼン  [0.2] 0.02 2 0 [0] 

イソキサチオン   [0.008] 0.0008 2 0 [0] 

ダイアジノン  [0.005] 0.0005 2 0 [0] 

フェニトロチオン（MEP）  [0.003] 0.0003 2 0 [0] 

イソプロチオラン  [0.04] 0.004 2 0 [0] 

オキシン銅（有機銅）   [0.04] 0.004 2 0 [0] 

クロロタロニル（TPN） [0.05] 0.005 2 0 [0] 

プロピザミド   [0.008] 0.0008 2 0 [0] 

ＥＰＮ [0.006] 0.0006 2 0 [0] 

ジクロルボス（DDVP）  [0.008] 0.0008 2 0 [0] 

フェノブカルブ（BPMC） [0.03] 0.003 2 0 [0] 

イプロベンホス（IBP）  [0.008] 0.0008 2 0 [0] 

トルエン [0.6] 0.06 2 0 [0] 

キシレン [0.4] 0.04 2 0 [0] 

フタル酸ジエチルヘキシル   [0.06] 0.006 2 0 [0] 
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測  定  項  目 
環境基準値 

（㎎／L） 

検出下限値 

（㎎／L） 

測 定 

地区数 

検 出 

地区数 

環 境 基 準 

超過地区数 

要 

監 

視 

項 

目 

ニッケル - 0.005 2 0 [0] 

モリブデン   [0.07] 0.01 2 0 [0] 

アンチモン  [0.02] 0.001 2 0 [0] 

エピクロロヒドリン   [0.0004] 0.0001 2 0 [0] 

全マンガン  [0.2] 0.02 2 1(0) [0] 

ウラン  [0.002] 0.0002 2 0 [0] 

（資料：環境政策課） 

（備考） １ 調査地点数は、１地区１地点である。 

２ 福井市(特例市)実施分を含む。 

３ 要監視項目については、指針値を［ ］内に示す。 

４ 検出地区数の( )内は、汚染の判断基準を超えて検出された地区数（内数）を示す。 

【汚染判断基準は、砒素0.005㎎/L、テトラクロロエチレン 0.005mg/L、硝酸・亜硝酸性窒素 5

㎎/L、ふっ素0.4㎎/L、ほう素0.5㎎/L、全マンガン0.2㎎/L】

      ５ 環境基準超過地区数の［ ］内は、要監視項目について指針値超過地区数を示す。 

 

 

- 68 -


